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か」「May I help you?」というような感じの声掛
けが大事だと思います。
飯田　河合先生はどうでしょうか。
25Annual Report 2015
河合　大学生に分かりやすく言うと、女の子を
口説くときに、どういう女の子か見て、口説いた
り話し掛けたりする言葉は変わるはずです。同じ
声を掛けても、その声の掛けられ方が気にいる
人もいれば、駄目な人もいるわけですから、それ
に対して聞いたらいけないのではないかと臆病
になる必要はありません。確かに聞かれたら不
愉快に思う人もいるかもしれないだけで、「なぜ
見えないのか」と聞かれて普通にさらりと答えて
くれる人もいるかもしれませんし、それを嫌だと
思う人もいるのも事実です。最初から満点の回
答や満点の対応ができる自分でなければならな
いと思うことのほうが苦しくなるので、失敗もあ
っていいので、積極的に関わればいいというの
が私の思いです。
飯田　今場外から乱入された先生がいまして
話が少しずれましたが（笑）、最後に本当に簡単
で結構ですので、一言ずつお願いします。2020
年のオリンピック、パラリンピックを日本で開催
することが決定しています。残り5年間、パラ
リンピックに焦点を当てる必要はありませんが、
われわれは何を考えればいいかを、簡潔にお話
しください。学生たちに考えてもらうことが大事
で、答えがあるものではありませんので、問い掛
けでも結構です。お三方から最後に一言ずつお
願いします。では高橋先生からよろしくお願いし
ます。
高橋　今日はありがとうございました。話の中
で言いましたように、ストーク・マンデヴィルと
いうイギリスの病院が障がい者スポーツの発祥
の地です。3年前のロンドン大会は発祥の地の
パラリンピックでした。ロンドン大会のテーマは
『認識の変革』でした。Disabilityではなく、障が
いではなくアビリティー 、能力に目を向けようと
いうことをテーマにしました。パラリンピックの
発祥の地でさえ、まだ障がいへの理解が少ない
のです。
　その中で私が感心したことがあります。ロン
ドンのオリンピック・パラリンピックが終わって
オリンピアン・パラリンピアン合同のパレ ドー
がありました。日本ではオリンピックが終わっ
た後、すぐにオリンピアンだけで銀座でやりまし
た。50万人規模の人が集まりました。しかしパ
ラリンピックのメダリストが帰ってきても全くあ
りませんでした。二番煎じかもしれませんが、私
は、2020東京は合同のパレ ドーがあってほしい
と思っています。来年のリオでもそうあってほし
いと思います。
　その中でインクルージョン、ともに生きる、ノ
ーマライゼーションを含めて、日本がより障がい
者に対して優しい、また高齢者に対して優しい、
また人がお互いを理解し絆ができるような社会
に、パラリンピックを通して、オリンピックを通し
てなっていったらいいというのが私の夢です。あ
りがとうございました。
飯田　河合先生よろしくお願いします。
河合　オリンピック、パラリンピックがこれだけ
注目されるようになってきていますから、それを
通じて社会が変えられるように、もっと言うと世
界にインパクトを与えていきたいと思っていま
す。この変化を皆さんと一緒につくっていきた
いと考えています。オリンピック、パラリンピッ
クをやれば自動的に社会が変わるわけではあり
ません。こう変えていこうと思い、計画を立てて
5年間一生懸命それに取り組んで、ぎりぎりセー
フのところでようやく成し遂げられるくらいだと
思いますが、それをぜひ皆さんと一緒に成し遂
げたいと思っています。
　先ほどお話ししたように、人間は皆年を取る
と、どこかしら不自由さを抱えるようになります。
そして近い将来、高齢化社会がやってきます。
今、障がい者にとって住みよい社会をつくるた
めに投資することは、翻って未来の自分のため
に投資するようなものです。もちろん中国やイン
ドなどの諸外国も例外ではなく、人口集中や高
齢化の問題は避けて通れないものです。20年
30年先に、その社会問題の解決策を持っている
国が日本だということが、これからの世界に対す
る優位性を生み出すのは間違いありません。
　リオが終わった途端、世界の目は全て東京に
注がれるでしょう。そこに関われる皆さんはとて
も幸運です。本当にボランティアなどいろいろ
なことで関われるので、絶対に関わるべきです。
やらなければもったいないです。恐らく8万人、
10万人という規模でボランティアを探すことに
なるでしょう。そこにアプライしないのは本当に
もったいないと思います。世界中からVIPがや
ってくるでしょう。皆さんがそこに参加すること
で、普通なら一生出会えないかもしれない世界
中のVIPに会えるかもしれません。彼らは皆さ
んとともに食事をしたり、会話をしたりして、そ
の国を知るきっかけを皆さんに与えてくれるは
ずです。ぜひそういうチャンスを生かしてくださ
い。2020年以降も日本を含めて世界がより良
くなるために、皆さんと一緒に活動できればと私
は思っています。きょうはどうもありがとうござ
いました。
飯田　ありがとうございました。李先生お願い
します。
李　ちょうど5年前、私はニュージーランドのオ
ークランド市に1年間、家族と一緒に住むという
経験をしました。そのときたまたま娘の小学校
の校長先生から「あなたはサッカーをやっていた
から、体育の授業でサッカーをやってくれません
か」と頼まれました。英語はあまり達者ではあり
ませんでしたが引き受けてサッカーの指導をし
ました。そのとき長い時間ゲームをやったのです
が、中に1人体の不自由な女の子がいて、その子
が皆と一緒に交じってゲームをしていたことに
僕は少し驚きました。最初は大丈夫だろうかと
心配しましたが、他の子どもたちがその子を特
別扱いするでもなく、普通のクラスメー トとして
接していたので、安心しました。子どもだから変
に気を使ったりしなかっただけなのかもしれま
せんが、普通にクラスメー トの一員として一緒に
サッカーをやっていました。ニュージーランドは、
人種差別や、障がい者に対しての差別的な発言
をしたりするということが少ない国なので、差別
や偏見を妙に意識したりせず、障がい者と自然
と接することに慣れているのかもしれません。
　そういった意味でも、今後もブラインドサッカ
ー選手の育成の問題に僕は取り組んでいきた
いと思っています。それは東京オリンピック以降
も続いていく問題だと思います。今やっている
選手だけでなく、今10代の人、あるいは20代の
人の中にも視覚障がい者が間違いなくいるはず
です。そういう人たちが社会に出て、社会貢献
や社会参加、そういうことをできる機会をつくり
たいのです。われわれが意識を変えることによ
って、そうしたチャンスを与えることにつながる
と思います。私も含めて、今ここにいらっしゃる
学生の皆さん、ぜひ意識の改善を心がけてもら
いたいと思います。ありがとうございました。
飯田　第1部から参加された学生さん、長時間
にわたりお疲れ様でした。第1部の高橋先生、
第2部のシンポジストの方 も々非常に示唆に富
む話をしてくれたと思います。先ほどの質問の
中にありましたが、なかなか腑に落ちないと思わ
れることもあるかもしれませんが、これは答えが
あるものではなくて、われわれが意識を変えてど
う向き合っていくかという問題です。そのときに
そこには想像力というものがどれだけ必要なの
かなど、他者を思う気持ちを持つことがどれほど
大切なのかだと思うのです。他者を思う気持ち
というのは、単にかばうことではありません。対
等な気持ちを持つということです。そういういろ
いろな問題意識を、ここでスポーツを通して、き
ょうのシンポジウムを通して、皆さんの中に提供
できたのではないかと私たちは思っています。本
当に長時間、3人のシンポジストの先生方もあり
がとうございました。もう一度大きな拍手をお願
いします。ありがとうございました。
